
『
医
心
方
』
巻
第
四
に
は
髪
・
頭
・
面
諸
病
が
載
り
、
巻
第
五
に

は
耳
・
目
・
鼻
・
唇
・
口
・
吐
血
・
舌
・
喉
咽
等
、
い
わ
ゆ
る
五
官

の
疾
病
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
口
腔
領
域
に
関
す
る
部
分
は
、
治
緊

唇
生
瘡
方
第
三
十
八
か
ら
治
咽
中
如
肉
鶴
方
第
七
十
四
ま
で
の
幻
項

目
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
第
三
十
八
’
四
十
二
は
口
唇
の
疾
病
で
、
第
四
十
三
・

四
十
四
は
口
舌
の
病
、
第
四
十
五
’
四
十
八
は
口
を
経
て
出
血
す
る

病
、
第
四
十
九
’
五
十
一
は
口
腔
粘
膜
の
炎
症
、
第
五
十
二
は
口

臭
、
第
五
十
三
は
下
顎
骨
脱
臼
、
第
五
十
四
・
五
十
五
は
舌
の
病
、

第
五
十
六
は
口
蓋
垂
の
病
、
第
五
十
七
’
六
十
九
は
歯
の
病
、
第
七

十
’
七
十
四
は
喉
咽
の
病
で
あ
る
。

巻
第
四
・
第
五
と
も
に
、
疾
病
は
器
官
ご
と
に
ま
と
め
て
、
上
か

ら
下
へ
、
外
か
ら
中
へ
と
順
序
を
追
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
医
心
方
』
に
お
け
る
口
腔
疾
患
の

分
類
と
文
献
引
用
に
つ
い
て戸

出
一

郎

巻
第
五
の
第
四
十
五
’
四
十
八
の
九
籔
四
支
か
ら
の
出
血
・
欧
血

・
吐
血
・
唾
血
は
口
を
経
て
出
血
す
る
内
臓
疾
患
で
あ
っ
て
口
腔
疾

患
と
は
言
い
難
く
、
分
類
上
は
む
し
ろ
臓
脈
に
配
す
べ
き
疾
患
で
あ

ろ
う
。
『
諸
病
源
候
論
』
で
は
巻
二
十
七
血
病
諸
候
に
配
さ
れ
て
い

る
。
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
で
も
こ
れ
ら
の
疾
患
は
口
腔
諸
病

の
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。

『
医
心
方
』
で
吐
・
欧
・
唾
血
が
こ
こ
に
入
れ
ら
れ
た
理
由
は
、

恐
ら
く
血
液
が
口
か
ら
出
た
と
い
う
点
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。口

腔
疾
患
の
分
類
は
、
大
筋
で
は
『
諸
病
源
候
論
』
や
『
外
台
秘

要
方
』
に
な
ら
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
模
倣
で
は
な
く
、
病

名
や
項
目
の
分
類
・
序
列
に
工
夫
が
承
ら
れ
、
か
つ
、
む
だ
が
な

く
、
実
用
に
役
立
つ
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
諸
病
源
候

論
』
の
牙
歯
病
諸
候
の
う
ち
、
牙
歯
痛
候
・
牙
痛
候
・
歯
痛
候
は
本

質
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
『
医
心
方
』
で
は
治
牙
歯
痛
方
六

十
六
で
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
諸
病
源
候
論
』
の
牙

塁
候
・
歯
暴
候
・
歯
霊
候
・
牙
歯
歴
毒
候
は
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な

い
。

康
頼
は
疾
病
の
分
類
に
あ
た
っ
て
独
自
の
考
え
を
貫
い
て
い
る
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が
、
文
献
の
引
用
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

引
用
文
献
の
範
囲
は
『
諸
病
源
候
論
』
・
方
言
・
本
草
・
食
経
・

養
生
に
わ
た
る
。
文
献
数
は
羽
で
、
引
用
回
数
は
総
計
２
３
６
に
お

よ
ん
で
い
る
。
ま
た
引
用
文
献
す
べ
て
に
出
典
を
明
記
し
て
、
医
説

や
治
方
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

各
項
目
の
冒
頭
に
は
『
諸
病
源
候
論
』
の
病
理
論
が
引
用
さ
れ
て

い
る
が
、
す
べ
て
の
項
目
に
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
ｎ
項
目
に

は
引
用
が
な
い
。
そ
の
う
ち
治
口
吻
瘡
方
第
五
十
と
治
張
口
不
合
方

第
五
十
三
は
『
諸
病
源
候
論
』
に
同
様
の
項
目
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
の
９
項
目
は
『
諸
病
源
候
論
』

に
は
該
当
す
る
も
の
が
な
い
。

『
諸
病
源
候
論
』
か
ら
引
用
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
全
文
を
引
用
さ

れ
る
こ
と
は
稀
で
、
大
部
分
は
一
部
分
の
引
用
に
と
ど
め
ら
れ
て
い

る
。
す
べ
て
の
項
目
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
経
絡
臓
象
説
に
も

と
づ
く
病
理
論
で
あ
る
。
省
略
さ
れ
た
部
分
は
経
絡
の
流
注
・
豚
診

・
養
生
方
中
の
導
引
方
で
あ
る
。

ま
た
、
治
風
歯
痛
方
第
五
十
七
と
治
牙
歯
痛
方
第
六
十
六
で
は

『
諸
病
源
候
論
』
の
「
若
銀
食
歯
而
痛
者
歯
根
有
孔
録
在
其
間
此
則

針
灸
不
瘻
伝
薬
墨
死
痛
乃
止
」
を
省
略
し
て
い
る
。
ま
た
同
書
の
牙

歯
壷
候
・
牙
患
候
・
歯
患
候
・
歯
罵
候
・
牙
歯
歴
霊
候
は
全
く
と
り

あ
げ
て
い
な
い
。

墨
が
歯
を
食
し
て
歯
に
孔
を
あ
け
る
と
い
う
病
理
論
は
『
内
経
』

に
は
な
く
『
諸
病
源
候
論
』
に
初
見
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
康
頼
は

こ
の
病
理
論
を
排
除
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

康
頼
は
文
献
引
用
に
あ
た
っ
て
は
現
実
的
・
理
性
的
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
方
書
と
し
て
は
無
意
味
な
経
絡
の
流
注
や
豚
診
や
導
引
方

の
呪
術
的
部
分
を
排
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
医
心
方
』
全
体

と
し
て
は
呪
術
的
部
分
は
か
な
り
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
兇
禁
生

が
制
度
化
さ
れ
て
い
た
有
神
論
の
世
界
に
あ
っ
て
は
当
然
の
こ
と
で

あ
る
。
治
齪
歯
痛
方
第
五
十
八
、
葛
氏
方
の
又
方
に
も
呪
術
的
処
方

が
存
在
す
る
。

し
か
し
、
口
腔
疾
患
の
分
類
と
、
各
項
目
に
お
け
る
『
諸
病
源
候

論
』
引
用
の
傾
向
は
現
実
的
で
、
節
略
は
『
内
経
』
の
尊
重
の
上
に

行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

引
用
さ
れ
た
文
献
は
『
千
金
方
』
と
『
葛
氏
方
』
が
き
わ
だ
っ
て

多
い
。
『
千
金
方
』
は
所
載
処
方
数
が
多
い
こ
と
も
あ
る
が
、
当
時

中
日
両
国
で
最
も
重
要
な
文
献
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
葛

氏
方
』
は
単
方
が
多
く
、
簡
便
か
つ
実
用
的
で
あ
っ
た
た
め
好
ん
で
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引
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
口
腔
疾
患
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
傾
向
は

『
医
心
方
』
全
体
の
傾
向
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
鶴
見
大
学
歯
学
部
）

Ｂ
『
小
品
方
』
か
ら
『
外
台
秘
要
方
』
お
よ
び
『
医
心
方
』
に
引

用
さ
れ
た
処
方
の
構
成
生
薬
の
数

灸
や
呪
術
な
ど
を
除
い
た
生
薬
に
よ
る
治
療
で
、
『
小
品
方
』
か

ら
『
外
台
秘
要
方
』
お
よ
び
『
医
心
方
』
に
引
用
さ
れ
た
処
方
数
は

全
部
で
五
一
二
処
方
で
あ
っ
た
。
内
服
は
三
八
二
処
方
、
外
用
そ
の

他
は
一
三
○
処
方
で
あ
っ
た
。
内
服
で
は
煎
剤
が
一
九
二
処
方
で
あ

る
の
に
対
し
、
丸
散
剤
は
一
九
○
処
方
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。

ま
た
、
単
方
は
五
一
二
処
方
中
の
二
七
三
処
方
で
あ
り
、
半
数
以

上
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
単
方
が
多
く
引
用
さ
れ
る
の
は
、
唐
以
前

の
医
書
か
ら
単
方
が
多
く
引
用
さ
れ
る
傾
向
と
一
致
す
る
。

『
小
品
方
』
は
紀
元
五
世
紀
頃
、
陳
延
之
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
処

方
集
で
あ
る
。
『
小
品
方
』
か
ら
『
外
台
秘
要
方
』
お
よ
び
『
千
金

方
』
に
引
用
さ
れ
た
処
方
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た
。

『
小
品
方
』
の
処
方
に
つ
い
て広

田
嘩
子
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